
『新版現代会計学（第 3版）』訂正のお知らせ 

 

 本書第 3 版の①第 1 刷および②第１刷～第７刷におきまして、以下の誤りがございました。お詫びして訂正いたします。 

 

中央経済社 

１．第１刷 

訂正箇所 誤 正 

p.176(b)の見

出し 

(b) 重要な金利要素 (b) 重要な金融要素 

p.181、設例

8-5 解答②③

の計算式、結

果及びその

後の 1文（下

線部） 

②20X2 年度 

(¥750,000－¥62,500)×
¥400,000

¥400,000＋¥175,000
＝¥478,261 

･･････工事収益 

¥478,261－¥400,000＝¥78,261･･････工事利益 

③20X3 年度 

¥750,000－(¥62,500＋¥478,261)＝¥209,239･･････工事収益 

¥209,239－¥167,500＝¥41,739･･････工事利益 

 工事原価の見積りの変更に伴って進捗度を修正する場合、会計上の見積

りの変更（第 9 章Ⅴの 5 参照）として取り扱われる（第 43 項）ので、修

正の影響は当期および将来の期間に反映させる。 

 

②20X2 年度 

¥750,000×
¥50,000＋¥400,000

¥50,000＋¥400,000＋¥175,000
－¥62,500＝¥477,500 

･･････工事収益 

¥477,500－¥400,000＝¥77,500･･････工事利益 

③20X3 年度 

¥750,000－(¥62,500＋¥477,500)＝¥210,000･･････工事収益 

¥210,000－¥167,500＝¥42,500･･････工事利益 

 工事原価の見積りの変更に伴って進捗度を修正する場合、会計上の見積

りの変更（第 9 章Ⅴの 5 参照）として取り扱われる（第 43 項）。進捗度の

修正が契約資産または契約負債に及ぼす影響は、当期に反映させるので、

累積的影響額が当期の収益に含まれることになる。 

p.211、CF 計

算書 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

 有価固定資産の取得による支出   －××× 

 有価固定資産の売却による収入    ××× 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

 有形固定資産の取得による支出   －××× 

 有形固定資産の売却による収入    ××× 

２．第１刷～第７刷 

訂正箇所 誤 正 

p.192、研究

問題 8-3  ▶

部分 

20X2 年度の工事収益＝(7,200 万円‐2,400 万円)×
3,000万円

3,000万円＋960万円
 

           ＝3,636 万円 

20X2 年度の工事収益＝7,200 万円×
1,800万円＋3,000万円

1,800万円＋3,000万円＋960万円
‐ 2,400万円 

           ＝3,600 万円 

 

以上 


